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あ
と
が
き

本
書
『
北
大
百
二
十
五
年
史
』
通
説
編
は
、
そ
の
別
冊
と
し
て
編
ま
れ
た
論
文
・
資
料
編
（
二
〇
〇
三
年
三
月
刊
行
）
と
と
も
に
『
北

大
百
二
十
五
年
史
』
全
二
冊
を
構
成
し
、
既
刊
の
小
史
『
北
大
の
１２５
年
』
お
よ
び
『
写
真
集
北
大
１２５
年
』（
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
一
年
三

月
お
よ
び
十
二
月
刊
行
）に
続
き
、
北
海
道
大
学
創
基
一
二
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
室（
以

下
、
年
史
編
集
室
）
が
関
わ
っ
た
一
連
の
出
版
企
画
の
う
ち
、
最
後
の
刊
行
物
と
な
る
。

本
書
は
、
札
幌
農
学
校
以
来
の
北
海
道
大
学
の
歴
史
を
全
体
と
し
て
通
観
す
る
第
一
部
「
通
史
」
と
、
大
学
を
構
成
す
る
部
局
（
学

部
・
研
究
科
・
研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
等
の
単
位
組
織
）
ご
と
の
個
別
史
を
束
ね
る
第
二
部
「
部
局
史
」
か
ら
な
り
、
第
一
部
は
創
基
か

ら
最
初
の
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
間
を
扱
う
第
一
編
、
次
い
で
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
大
学
の
拡
充
期
を
扱
う
第
二
編
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
一
世
紀
の
初
年
に
か
け
て
の
大
学
の
再
編
期
を
扱
う
第
三
編
、
さ
ら
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
に
焦
点
を
絞
っ
て

通
史
を
記
述
す
る
第
四
編
の
四
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
構
成
を
も
つ
沿
革
史
出
版
の
全
企
画
、
と
く
に
最
後
の
刊
行
物
と
な
る
本
書
の
企
画
を
具
体
化
す
る
に
至
る
ま
で
に
は
、

学
内
に
総
長
を
委
員
長
と
す
る
北
海
道
大
学
創
基
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
以
来
今
日
ま
で
ほ
ぼ
六
年
間

の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
最
後
の
刊
行
物
の
編
集
終
了
を
も
っ
て
年
史
編
集
室
を
閉
じ
る
に
当
た
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
編
集
の
経
緯

と
関
係
者
へ
の
謝
辞
を
記
し
て
お
き
た
い
。

北
海
道
大
学
は
創
基
一
二
〇
周
年
記
念
式
典
の
挙
行
（
一
九
九
六
年
十
月
）
後
、
二
〇
〇
一
年
に
迎
え
る
創
基
一
二
五
周
年
を
次
の

節
目
の
年
に
設
定
し
、
一
九
九
七
年
五
月
に
北
海
道
大
学
創
基
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
計
画
委
員
会
を
置
い
て
、
記
念
事
業
の
輪
郭

に
つ
い
て
検
討
に
入
っ
た
。「
計
画
委
員
会
」
が
「
実
行
委
員
会
」
に
発
展
的
に
解
消
さ
れ
、
同
時
に
附
属
図
書
館
長
を
座
長
と
す
る
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「
百
二
十
五
年
史
世
話
人
会
」
が
発
足
し
た
の
は
同
年
十
二
月
で
あ
る
。

「
百
二
十
五
年
史
世
話
人
会
」
は
一
九
九
八
年
三
月
末
ま
で
に
五
回
の
会
合
を
も
ち
、
す
で
に
「
計
画
委
員
会
」
に
お
い
て
創
基
一

二
五
周
年
記
念
事
業
の
個
別
事
業
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
年
史
編
纂
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
事
項
、
実
施
体
制
、
編
集
組
織
、
基

本
方
針
の
原
案
作
成
を
検
討
し
た
。
検
討
の
結
果
、
一
二
五
年
史
の
編
纂
に
当
た
っ
て
、
創
基
か
ら
一
二
五
年
の
う
ち
最
初
の
一
〇
〇

年
分
に
つ
い
て
は
す
で
に
あ
る
『
北
大
百
年
史
』
を
要
約
す
る
形
で
活
か
す
こ
と
に
し
、
主
と
し
て
そ
の
後
二
五
年
分
を
増
補
す
る
こ

と
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
基
本
方
針
案
が
固
ま
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
通
史
・
部
局
史
・
基
礎
資
料
（
規
程
・

式
辞
・
統
計
・
年
表
等
）
を
一
巻
に
ま
と
め
た
『
北
大
百
二
十
五
年
史
』、
北
大
の
一
二
五
年
と
二
一
世
紀
へ
の
展
望
を
中
心
と
す
る

論
文
集
と
し
て
『
北
大
百
二
十
五
年
史
・
別
冊
』（
仮
題
）
を
刊
行
す
る
こ
と
、
通
史
の
ペ
ー
ジ
配
分
と
し
て
は
、
一
〇
〇
年
分
の
要

約
と
二
五
年
分
の
増
補
と
の
比
率
を
「
一
対
二
ま
た
は
一
対
三
程
度
」
と
し
、「
部
局
史
に
つ
い
て
も
同
様
」
と
す
る
こ
と
、
以
上
二

点
の
体
裁
は
「
Ａ
４
版
ま
た
は
Ａ
５
版
」
と
す
る
こ
と
、
ほ
か
に
、『
写
真
集
北
大
百
年
』
の
改
訂
版
と
し
て
Ａ
４
版
の
『
写
真
集
北

大
百
二
十
五
年
』（
仮
題
）
と
小
冊
子
『
写
真
で
見
る
北
大
百
二
十
五
年
』（
仮
題
）、
新
入
生
に
読
み
や
す
い
新
書
版
の
小
史
『
北
大

の
近
代
』（
仮
題
）
の
三
点
も
刊
行
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
刊
行
の
形
態
と
し
て
従
来
タ
イ
プ
の
冊
子
体
の
ほ
か
、C

D

―R
O

M

版
も

作
成
す
る
、
と
し
た
。
編
集
の
期
間
と
し
て
は
、
九
八
年
度
か
ら
発
足
し
、
最
大
五
年
を
目
途
と
し
て
編
集
に
あ
た
り
、
記
念
式
典
の

挙
行
を
予
定
す
る
二
〇
〇
一
年
秋
ま
で
に
小
史
と
小
冊
子
を
刊
行
す
る
こ
と
、
写
真
集
も
同
年
刊
行
を
目
指
し
、『
北
大
百
二
十
五
年

史
』
と
『
北
大
百
二
十
五
年
史
・
別
冊
』
は
二
〇
〇
二
年
度
刊
行
を
目
指
す
、
と
の
方
針
が
立
て
ら
れ
た
。

「
百
二
十
五
年
史
世
話
人
会
」
の
方
針
案
は
、
一
九
九
八
年
四
月
の
「
実
行
委
員
会
」、
評
議
会
で
了
承
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て

同
年
六
月
に
「
実
行
委
員
会
」
の
下
部
組
織
と
し
て
「
出
版
等
専
門
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
同
年
十
月
に
は
後
者
の
下
部
組
織
と
し

て
年
史
編
集
室
が
設
置
さ
れ
て
、
実
質
的
な
編
集
体
制
が
発
足
し
た
。

「
出
版
等
専
門
委
員
会
」
は
、
編
纂
の
基
本
方
針
と
実
施
上
の
重
要
事
項
を
審
議
す
る
ほ
か
、
部
局
間
の
連
絡
調
整
を
そ
の
任
務
と
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し
て
い
た
。
部
局
の
区
分
け
、
部
局
史
の
ペ
ー
ジ
配
分
は
同
専
門
委
員
会
で
審
議
・
了
承
さ
れ
た
案
に
基
づ
い
て
い
る
。

年
史
編
集
室
に
は
専
任
の
編
集
員
と
編
集
補
助
員
が
勤
務
し
、
執
筆
要
項
の
策
定
、
基
礎
資
料
、
写
真
資
料
の
収
集
・
整
理
を
行
い
、

刊
行
物
ご
と
に
「
専
門
編
集
班
」
を
組
織
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
や
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
大
学
史
研
究
会
を
企
画

し
、
諸
大
学
の
大
学
史
料
室
等
と
交
流
す
る
な
ど
、
大
学
史
研
究
の
全
国
動
向
に
つ
い
て
も
勉
強
を
重
ね
た
。

年
史
編
集
室
は
、「
実
行
委
員
会
」
と
評
議
会
で
全
学
的
に
了
承
さ
れ
た
大
枠
に
沿
っ
て
編
集
の
実
務
を
進
め
た
が
、
編
集
作
業
の

途
上
で
一
定
の
軌
道
修
正
を
は
か
っ
た
個
所
も
あ
っ
た
。
ま
ず
、
写
真
集
と
小
史
に
つ
い
て
当
初
の
計
画
で
は
、
①
『
写
真
集
北
大
百

年
』
の
改
訂
版
、
②
一
二
五
年
の
歩
み
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
小
史
（
新
入
生
に
読
み
や
す
い
新
書
版
）、
③
小
冊
子
『
写
真
で
見
る
北
大

百
二
十
五
年
』（
仮
題
）
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
軌
道
修
正
を
は
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
相
互
に
重
複
す
る
関
係
に
あ

る
②
と
③
を
合
体
し
、
写
真
も
豊
富
に
取
り
入
れ
た
小
史
『
北
大
の
１２５
年
』
に
一
本
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
修
正
は
、
一
九
九
九

年
十
一
月
の
「
出
版
等
専
門
委
員
会
」
幹
事
会
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
の
評
議
会
で
了
承
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
書
『
北
大
百
二
十
五
年
史
』
通
説
編
は
、
当
初
の
計
画
で
は
通
史
・
部
局
史
・
基
礎
資
料
を
包
含
し
、
別
に
論
文
集
を
単

独
の
一
冊
（『
北
大
百
二
十
五
年
史
・
別
冊
』）
と
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
両
巻
の
ペ
ー
ジ
数
の
極
端
な
不
均
衡
を
回
避
す

る
と
い
う
技
術
的
な
事
情
も
あ
っ
て
、
基
礎
資
料
（
規
程
・
式
辞
・
統
計
・
年
表
等
）
を
通
説
編
か
ら
別
冊
に
移
し
、
別
冊
は
『
北
大

百
二
十
五
年
史
』
論
文
・
資
料
編
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
通
説
編
に
つ
い
て
も
、
創
基
か
ら
一
〇
〇
年
分
を
要
約
す
る
第
一
編
、

こ
れ
を
増
補
す
る
二
五
年
分
の
前
半
部
分
を
扱
う
第
二
編
、
後
半
部
分
を
扱
う
第
三
編
か
ら
構
成
す
る
当
初
の
構
想
に
対
し
て
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
変
遷
に
焦
点
を
当
て
る
第
四
編
を
付
加
し
た
の
は
一
つ
の
修
正
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
写
真
集
北
大
１２５
年
』
の
編
集
作
業
を

通
じ
て
の
校
舎
配
置
図
な
ど
新
資
料
の
発
掘
、
そ
の
分
析
か
ら
え
ら
れ
た
新
た
な
知
見
の
所
産
で
あ
る
。
本
書
通
説
編
及
び
そ
の
別
冊

を
な
す
論
文
・
資
料
編
の
体
裁
は
種
々
議
論
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
結
論
的
に
は
『
北
大
百
年
史
』
全
四
巻
と
い
う
先
行
者
の

ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
Ａ
５
版
に
落
ち
着
き
、
題
字
も
『
北
大
百
年
史
』
を
継
承
し
た
。
先
人
へ
の
敬
意
と
そ
の
精
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神
を
継
承
し
た
い
と
い
う
願
望
は
、『
写
真
集
北
大
百
年
』
と
『
写
真
集
北
大
１２５
年
』
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、『
北

大
百
年
史
』
の
当
時
に
は
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
刊
行
形
態
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
書
に
付
し
た
一
枚
のC

D

―R
O

M
で
あ
る
。
本
書
通
説
編
の
通
史
と
部
局
史
、
論
文
集
・
資
料
編
の
基
礎
資
料
（
歴
代
学
長
・
総
長
お
よ
び
部
局
長
等
、
式
辞
等
、
学
内

規
程
等
、
統
計
、
年
表
）
を
収
録
し
、
こ
れ
に
よ
り
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
も
可
能
で
あ
る
。

当
初
の
計
画
か
ら
や
や
外
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
は
、
刊
行
物
の
出
版
時
期
で
あ
る
。
当
初
、
小
史
と
小
冊
子
の
刊
行
を
二
〇
〇
一

年
秋
ま
で
に
刊
行
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
編
集
作
業
を
進
め
た
が
、
結
果
的
に
は
両
者
を
合
体
し
た
『
北
大
の
１２５
年
』
を
同
年
三
月
に

刊
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
二
一
世
紀
最
初
の
入
学
生
に
編
集
室
の
活
動
成
果
を
直
接
届
け
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
一
部
計
画
の

前
倒
し
実
施
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
度
に
入
っ
て
編
集
室
の
活
動
は
写
真
集
の
編
集
が
予
想
外
に
大
き
な
比
重
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
刊
行
に
漕
ぎ
着
け
る
に
は
、
事
実
上
二
〇
〇
二
年
の
年
明
け
ま
で
長
い
時
間
を
要
し
た
。
そ
の
関
係
で
『
北
大

百
二
十
五
年
史
』
通
説
編
お
よ
び
論
文
・
資
料
編
の
二
冊
の
編
集
が
本
格
的
に
着
手
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
一
年
度
末
と
な
っ
た
。「
二

〇
〇
二
年
度
刊
行
を
目
指
す
」
と
い
う
当
初
計
画
の
期
限
内
実
施
は
困
難
と
な
り
、
編
集
室
で
担
当
し
た
作
業
量
が
当
初
の
想
定
を
大

幅
に
上
回
っ
た
こ
と
、
そ
の
他
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
三
年
度
刊
行
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
遅
滞
に
つ
い
て
は
、

記
念
事
業
全
般
に
つ
い
て
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
「
北
海
道
大
学
創
基
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
後
援
会
」
の
関
係
者
を
は
じ
め
、
同

窓
生
、
名
誉
教
授
の
先
生
が
た
、
学
内
の
教
職
員
の
関
係
各
位
、
と
く
に
学
内
に
あ
っ
て
は
部
局
史
の
編
集
・
執
筆
に
多
大
の
労
力
を

割
い
て
期
限
内
に
原
稿
を
提
出
し
て
下
さ
っ
た
各
部
局
編
集
委
員
各
位
に
対
し
、
深
い
お
詫
び
の
意
を
記
し
て
お
き
た
い
。

企
画
段
階
か
ら
の
長
い
経
過
の
な
か
で
、
本
書
の
刊
行
を
も
っ
て
一
二
五
年
史
の
編
集
作
業
を
終
了
す
る
ま
で
に
は
、
数
多
く
の
か

た
が
た
に
多
大
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
仰
い
だ
。

と
く
に
、
全
国
の
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
に
大
学
史
の
研
究
・
編
纂
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
本
学
の
進
め
る
一
二
五
年
史
の
編
集
に
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
有
益
な
ご
助
言
を
賜
っ
た
先
生
が
た
と
し
て
（
以
下
敬
称
略
、
順
不
同
）、
寺
�
昌
男
（
桜
美
林
大
学
大
学
院
国
際
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学
研
究
科
）、
故
・
中
野
実
（
東
京
大
学
史
史
料
室
）、
西
山
伸
（
京
都
大
学
大
学
文
書
館
）、
新
谷
恭
明
（
九
州
大
学
大
学
院
人
間
環

境
学
研
究
院
）、
折
田
悦
郎
（
九
州
大
学
大
学
史
料
室
）、
永
田
英
明
（
東
北
大
学
史
料
館
）、
中
川
学
（
同
大
学
百
年
史
編
纂
室
）、
山

口
拓
史
（
名
古
屋
大
学
大
学
史
資
料
室
）、
神
谷
智
（
同
）、
羽
田
貴
史
（
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
）、
小
宮
山
道
夫

（
同
大
学
文
書
館
設
立
準
備
室
）、
菅
真
城
（
同
）、
故
・
佐
藤
秀
夫
（
日
本
大
学
文
理
学
部
）
の
皆
さ
ま
に
深
い
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。
大
学
沿
革
史
の
編
纂
は
、
今
日
的
条
件
の
下
で
は
、
単
に
学
内
の
営
み
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
個
別
大
学
の
垣
根
を
越
え
た
大

学
史
研
究
の
学
問
的
蓄
積
と
相
互
交
流
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
単
発
的
な
年
史
の
編
集
・
刊
行
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

大
学
史
の
研
究
教
育
、
資
料
保
存
、
情
報
公
開
に
資
す
る
恒
常
的
な
体
制
構
築
に
向
け
て
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て

視
野
を
広
げ
て
下
さ
っ
た
の
は
こ
こ
に
お
名
前
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
先
生
が
た
で
あ
る
。

ま
た
、
か
つ
て
本
学
一
〇
〇
年
史
の
編
纂
に
携
わ
ら
れ
た
Ｏ
Ｂ
の
か
た
が
た
の
貴
重
な
ご
助
言
を
こ
の
た
び
の
一
二
五
年
史
編
纂
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
永
井
秀
夫
（
本
学
名
誉
教
授
）、
岩
沢
健
蔵
（
元
本
学
農
学
部
事
務
長
）、
秋

月
俊
幸
（
元
本
学
法
学
部
助
教
授
、
元
附
属
図
書
館
専
門
員
）
の
三
氏
に
は
編
集
室
の
発
足
時
か
ら
、
ま
た
高
尾
彰
一
（
本
学
名
誉
教

授
）、
古
市
隆
三
郎
（
同
）
の
両
氏
に
は
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
編
集
室
顧
問
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
。『
北
大
百
年
史
』
の
執
筆
者
の
一

員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
た
青
山
英
幸
氏
（
北
海
道
立
文
書
館
文
書
専
門
員
）
に
は
、
大
学
史
研
究
会
で
「
組
織
に
お
け
る
レ
コ
ー
ド
と

ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
」
と
い
う
示
唆
に
溢
れ
る
レ
ク
チ
ュ
ア
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
前
田
次
郎
氏
（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
）
も
一
〇
〇

年
史
の
制
作
に
関
わ
ら
れ
た
経
験
を
と
く
に
小
史
と
写
真
集
の
編
集
作
業
に
活
か
し
て
下
さ
っ
た
。

学
内
で
は
、「
百
二
十
五
年
史
世
話
人
会
」
の
構
成
員
と
「
出
版
等
専
門
委
員
会
」、
同
幹
事
会
の
委
員
を
務
め
ら
れ
た
先
生
が
た
の

お
名
前
を
別
掲
一
覧
に
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
編
纂
事
業
全
般
に
つ
い
て
事
務
局
総
務
部
企
画
室
（
旧
総
務
部
総

務
課
企
画
室
）、
予
算
・
契
約
面
で
経
理
部
主
計
課
な
ら
び
に
第
一
契
約
課
、
編
集
室
の
運
営
全
般
に
つ
い
て
附
属
図
書
館
の
職
員
の

み
な
さ
ま
に
お
世
話
い
た
だ
い
た
。
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最
後
に
、
編
集
室
の
発
足
以
来
五
年
間
に
わ
た
り
、
北
海
道
大
学
一
二
五
年
史
編
集
の
実
務
面
を
担
い
、
責
任
あ
る
仕
事
に
献
身
し

て
来
ら
れ
た
井
上
高
聡
編
集
員
に
対
し
て
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。
編
集
事
務
全
般
、
と
く
に
論
文
・
資
料
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る

統
計
・
年
表
等
の
作
成
を
担
当
し
た
原
口
希
（
二
〇
〇
二
年
三
月
ま
で
）、
山
本
美
穂
子
（
二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
）
両
編
集
補
助
員

に
も
深
い
謝
意
を
表
す
る
。
本
書
の
制
作
で
は
、
論
文
・
資
料
編
に
引
き
続
い
て
岩
橋
印
刷
株
式
会
社
に
今
回
も
お
世
話
に
な
っ
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
資
料
提
供
、
調
査
、
執
筆
、
校
正
、
照
合
な
ど
の
面
で
、
こ
こ
に
お
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
か
た
が
た
を
含
め
、
本
書
の
刊
行
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
関
係
各
位
に
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
。

二
〇
〇
三
年
十
月
三
十
一
日

北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
室
長

原

暉
之
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北
海
道
大
学
創
基
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
出
版
等
専
門
委
員
会
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

＊
幹
事
会

附
属
図
書
館
長

◎
原

暉
之
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
二
〇
〇
一
年
四
月
）

◎
井
上

芳
郎
（
二
〇
〇
一
年
五
月
〜
）

文
学
研
究
科
・
文
学
部

白
木
沢
旭
児
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

教
育
学
研
究
科
・
教
育
学
部

○
竹
田

正
直
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

＊
逸
見

勝
亮
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
〜
）

法
学
研
究
科
・
法
学
部

○
田
口

晃
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部

佐
々
木
隆
生
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

理
学
研
究
科
・
理
学
部

石
垣

壽
郎
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

医
学
研
究
科
・
医
学
部

＊
藤
本
征
一
郎
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
一
九
九
九
年
三
月
）

＊
小
�

知
彦
（
一
九
九
九
年
四
月
〜
二
〇
〇
三
年
三
月
）

＊
石
橋

輝
雄
（
二
〇
〇
三
年
四
月
〜
）

医
学
部
附
属
病
院

小
山

司
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

歯
学
研
究
科
・
歯
学
部

＊
福
田

博
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
二
〇
〇
三
年
三
月
）

＊
脇
田

稔
（
二
〇
〇
三
年
四
月
〜
）

歯
学
部
附
属
病
院

小
口

春
久
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

薬
学
研
究
科
・
薬
学
部

野
村

靖
幸
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

工
学
研
究
科
・
工
学
部

○
古
市
隆
三
郎
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

＊
山
田

元
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
〜
）

農
学
研
究
科
・
農
学
部

○
三
島

�
三
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

農
学
部
附
属
農
場

由
田

宏
一
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

農
学
部
附
属
演
習
林

神
沼
公
三
郎
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

獣
医
学
研
究
科
・
獣
医
学
部

�
島

郁
夫
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）
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水
産
科
学
研
究
科
・
水
産
学
部

中
尾

繁
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

言
語
文
化
部

高
橋

吉
文
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

地
球
環
境
科
学
研
究
科

山
村

悦
夫
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

久
保

美
織
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
〜
二
〇
〇
二
年
三
月
）

竹
中
の
ぞ
み
（
二
〇
〇
二
年
四
月
〜
）

低
温
科
学
研
究
所

＊
前
野

紀
一
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

電
子
科
学
研
究
所

永
井

信
夫
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
二
〇
〇
一
年
三
月
）

八
木

駿
郎
（
二
〇
〇
一
年
四
月
〜
）

遺
伝
子
病
制
御
研
究
所

生
田

和
良
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
一
九
九
八
年
十
月
）

（
旧
免
疫
科
学
研
究
所
）

上
出

利
光
（
一
九
九
八
年
十
一
月
〜
）

触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー

松
島

龍
夫
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー

望
月

哲
男
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
二
〇
〇
一
年
三
月
）

＊
原

暉
之
（
二
〇
〇
一
年
五
月
〜
）

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

山
本

強
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
一
九
九
九
年
三
月
）

�
井

昌
彰
（
一
九
九
九
年
四
月
〜
）

情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー

岡
部

成
玄
（
二
〇
〇
〇
年
五
月
〜
）

留
学
生
セ
ン
タ
ー

米
山

道
男
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
二
〇
〇
二
年
三
月
）

関

道
子
（
二
〇
〇
二
年
四
月
〜
）

高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

＊
小
笠
原
正
明
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
）

先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

荒
磯

恒
久
（
二
〇
〇
〇
年
五
月
〜
）

総
合
博
物
館

松
枝

大
治
（
二
〇
〇
〇
年
五
月
〜
）

医
療
技
術
短
期
大
学
部

中
島

保
明
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
二
〇
〇
二
年
三
月
）

中
村
仁
志
夫
（
二
〇
〇
二
年
四
月
〜
）

附
属
図
書
館

山
口

國
雄
（
一
九
九
八
年
六
月
〜
二
〇
〇
三
年
三
月
）

東

重
俊
（
二
〇
〇
三
年
四
月
〜
）
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百
二
十
五
年
史
世
話
人
会
（
一
九
九
七
年
十
二
月
〜
一
九
九
八
年
三
月
）

座

長

原

暉
之
（
附
属
図
書
館
長
）

副
座
長

田
口

晃
（
法
学
部
教
授
）

構
成
員

南
部

�
（
文
学
部
教
授
）

杉
山

滋
郎
（
理
学
研
究
科
教
授
）

構
成
員

吉
岡

充
弘
（
医
学
部
教
授
）

福
田

博
（
歯
学
部
教
授
）

三
島

�
三
（
農
学
部
教
授
）

前
野

紀
一
（
低
温
科
学
研
究
所
教
授
）

北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
室
（
一
九
九
八
年
十
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

編
集
室
長

原

暉
之（
一
九
九
八
年
十
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

編
集
室
員

竹
田

正
直（
一
九
九
八
年
十
月
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

古
市
隆
三
郎（
一
九
九
八
年
十
月
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

白
木
沢
旭
児（
一
九
九
八
年
十
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

野
村

靖
幸（
一
九
九
八
年
十
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

山
口

國
雄（
一
九
九
八
年
十
月
〜
二
〇
〇
三
年
三
月
）

逸
見

勝
亮（
一
九
九
九
年
五
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

杉
山

滋
郎（
一
九
九
九
年
五
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

角

幸
博（
一
九
九
九
年
五
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

横
井

敏
郎（
一
九
九
九
年
五
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

田
口

晃（
二
〇
〇
〇
年
四
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

編
集
室
員

三
島

�
三（
二
〇
〇
〇
年
四
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

池
上

重
康（
二
〇
〇
〇
年
五
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

井
上

芳
郎（
二
〇
〇
一
年
五
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

編
集
員

井
上

高
聡（
一
九
九
八
年
十
一
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

編
集
補
助

原
口

希（
一
九
九
八
年
十
月
〜
二
〇
〇
二
年
三
月
）

山
本
美
穂
子（
二
〇
〇
二
年
四
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

編
集
顧
問

永
井

秀
夫（
一
九
九
八
年
十
二
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

岩
沢

健
蔵（
一
九
九
八
年
十
二
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

秋
月

俊
幸（
一
九
九
八
年
十
二
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

高
尾

彰
一（
二
〇
〇
一
年
四
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）

古
市
隆
三
郎（
二
〇
〇
一
年
四
月
〜
二
〇
〇
三
年
十
月
）
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北
大
百
二
十
五
年
史

通
説
編

二
〇
〇
三
年
十
二
月
十
二
日

印
刷

二
〇
〇
三
年
十
二
月
二
十
五
日

発
行

編
集

北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
室

発
行

北
海
道
大
学

印
刷

岩
橋
印
刷
株
式
会
社
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